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＜病棟連絡事項＞
　・特記事項無し

＜東病棟入室状況＞
【入院】
・仲鶴間　志穂美様～東合併症室へ医療保護入院となる。

【転出】
・川井　真路様～東Bユニット2号室　→　西Bユニット24号室

【外出泊】
・上川原　豊様～透析受診の為12：00-18：00まで外出

＜患者様連絡事項＞
・二部　定男様～本日よりYDソリタ500ml追補（7/17まで）

・板橋　利美様～7/17、7/20分ダイフェン処方あり。

・木村　正宏様～不眠時デエビゴ錠２．５ｍｇ10回分処方。

＜村上Dr診察＞
・伊藤　茂義様～外出許可有り。予定決め看護師付き添いで支払いに行く予定。


・深畑　利勝様～施設入所予定、家族の相談、説得が必要。ケアマネジャーいるか確認を指示。家族と本人の意向を考慮した判断が必要。

・工藤　國子様～主治医の声掛けには発語聞かれないも頷きみられている。
　　　　　　　　退院支援進めるよう指示あり。

・庭田　リチ様～食事摂取ムラあるも概ね改善傾向。
退院支援進めるよう指示あり。

＜菅野Dr診察＞
・和田　昌様～19日より朝のバルプロ酸徐放剤A200mg 1錠減量、その他同内容処方。

・若松　靜子様～19日より、リスパダールOD2mg→OD1mg、その他同内容処方。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間の開放観察実施。開放中は徘徊・他室侵入などの他者迷惑につながる場面あり早めに終了。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・袴田　将志様～終日隔離中。隔離中の不穏・興奮性は目立たない。スタッフ対面時は妄想により思考・行動滅裂な様子あり。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・青木　昭弘様～終日隔離中。午前午後2時間ずつの開放観察指示。開放中は衝動性なく落ち着いて活動参加出来ている。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・木村　正宏様～終日隔離中。10時-16時開放観察実施。開放中は意欲・自発性乏しく臥床傾向。幻覚・妄想目立たず経過。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・三村　れい子様～両上肢、体幹身体拘束中。バイタルサイン異常なし、介入時強く閉眼し、身体を強張らせる。介入していないと時折開眼している様子あるも声掛けに返答なし。食事は開口せず拒否。拘束部位の循環障害なし。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく

＜要注目患者様情報＞
・二部　定男様～バイタルサイン特変無し。痰絡み頻回、嚥下不良さあり。濃縮尿見られている為点滴追加している。
							

＜新入院患者様情報＞
日　　時：令和5年7月14日　12：16
　氏　　名：中鶴間　志穂美（なかつるま　しほみ）様
　生年月日：昭和51年2月29日（47）
　病　　名：知的障害、双極性障害
　性　　別：女性
　主 治 医：菅野Dr
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟合併症室
　
　＜経過＞
　やまばと寮入居中。3月頃より抑うつ感や活動性の低下がみられており、
 日中活動である作業なども行うことが出来ず自室で過ごすことが目立っ
 ていた。都度かかりつけ医である東八戸病院に相談し、様子を診れば改
 善するのではないかと言われて経過観察をしていたが、大きく状況変わ
 らず。5月のGW中は一度自宅へ帰省してきており、戻ってきてからすぐ
 は何度が日中活動に参加したが、それが続かずに現在再度GW前と同じよ
 うな状態になっている。現在の様子としては抑うつ感、頭や腰の痛みを
　訴えることが増加。また本人としても「お金を貯めたいから、仕事を頑
　張りたいけどできない」などと話しており、理由を確認するも「心が痛
　いから」と泣きながら返答してきている。朝起床できないことや、雨の
　音で夜間寝れないなど音の過敏性も見られている。本人も良くなりたい
　と話しており、当院での入院加療希望あり。
　症状改善目的にてR5.7.14　医療保護入院となる。
